
で
二
七
・
一
％
と
な
っ
て
お
り
、
三
・
七
人
に
一
人
が
奨
学
金
を
受

け
て
い
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
(表
２
)

二
奨
学
金
の
主
な
制
度

（
一
）
種
類
と
対
象
者

奨
学
金
に
は
、
無
利
息
の
第
一
種
奨
学
金
と
利
息
付
の
第
二
種
奨

学
金
が
あ
り
ま
す
。
対
象
は
、
大
学
学
部
・
短
期
大
学
・
大
学
院
・

高
等
専
門
学
校
・
専
修
学
校
専
門
課
程
に
在
学
す
る
学
生
・
生
徒
で

す
。
高
等
学
校
・
専
修
学
校
高
等
課
程
の
奨
学
金
に
つ
い
て
は
、
平

成
一
七
年
度
入
学
者
か
ら
各
都
道
府
県
に
移
管
さ
れ
て
い
ま
す
。

（
二
）
申
込
と
採
用

申
込
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
よ
り
行
っ
て
お
り
、
申
込
か
ら
返
還

完
了
ま
で
全
て
の
情
報
を
電
算
管
理
シ
ス
テ
ム
「
イ
ク
シ
ス
」
に
よ

り
一
元
管
理
し
て
い
ま
す
。

採
用
は
各
学
校
長
の
推
薦
を
受
け
た
申
込
者
に
つ
い
て
、
当
機
構

が
人
物
・
健
康
・
学
力
・
家
計
の
各
基
準
に
照
ら
し
て
総
合
的
な
選

考
を
行
い
、
採
否
を
決
定
し
ま
す
。
第
二
種
奨
学
金
は
第
一
種
奨
学

金
よ
り
も
ゆ
る
や
か
な
基
準
に
よ
っ
て
選
考
さ
れ
ま
す
。（
表
３
）
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表１ 貸与人員と貸与額の推移（予算）

区 分 平成15年度 平成16年度 平成17年度 平成18年度 平成19年度

貸与人員（千人） 866 965 1,034 1,092 1,143

貸与金額（億円） 5,790 6,820 7,510 7,999 8,503

表２ 全学生数に対する奨学生の割合

区 分 奨学生数（A） 全学生数（B） 比率（A/B*100） 何人に１人

大 学 752,017 人 2,700,118 人 27.9 ％ 3.6 人

大 学 院 84,911 219,785 38.6 2.6

高 等 専 門 学 校 6,202 56,329 11.0 9.1

専修学校専門課程 128,873 609,554 21.1 4.7

計 972,003 3,585,786 27.1 3.7

（注）１．「大学」とは大学学部と短期大学です。

２．高等学校と専修学校高等課程は含まれません。

３．海外留学奨学金分は含まれません。

独
立
行
政
法
人
日
本
学
生
支
援
機
構
で
は
、
次
代
の
社
会
を
担
う

豊
か
な
人
間
性
を
備
え
た
創
造
的
な
人
材
の
育
成
に
資
す
る
た
め
、

学
生
支
援
の
一
環
と
し
て
、
経
済
的
理
由
に
よ
り
修
学
に
困
難
が
あ

る
優
れ
た
学
生
等
に
対
し
学
資
の
貸
与
を
行
う
奨
学
金
貸
与
事
業
を

実
施
し
て
い
ま
す
。

当
機
構
の
奨
学
金
貸
与
事
業
は
、
教
育
の
機
会
均
等
と
人
材
育
成

に
資
す
る
重
要
な
国
の
教
育
施
策
を
担
う
も
の
で
あ
り
、
平
成
一
六

年
度
よ
り
旧
日
本
育
英
会
か
ら
引
き
継
い
で
実
施
し
て
い
ま
す
。
こ

れ
ま
で
に
延
べ
八
一
四
万
人
に
貸
与
し
、
貸
与
し
た
金
額
は
八
兆
三

千
万
円
に
上
っ
て
お
り
、
こ
の
事
業
へ
の
ニ
ー
ズ
と
役
割
の
大
き
さ

を
表
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
当
機
構
で
は
奨
学
生
の
資
質
向
上
を
図
る
な
ど
の
目
的
を

も
っ
て
、
在
学
す
る
学
校
と
連
携
・
協
力
し
て
奨
学
生
の
教
育
上
の

指
導
業
務
も
行
っ
て
い
ま
す
。

意
欲
と
能
力
の
あ
る
学
生
等
が
経
済
的
に
自
立
し
、
自
ら
の
意
志

と
責
任
に
よ
り
大
学
等
で
学
ぶ
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
と
の
理
念
の

下
で
、
当
機
構
は
こ
の
事
業
が
学
生
等
の
多
様
な
ニ
ー
ズ
に
対
応
で

き
る
よ
う
充
実
を
図
る
と
と
も
に
、
適
切
な
返
還
金
の
回
収
を
行
い
、

さ
ら
な
る
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

一
貸
与
人
員
と
貸
与
金
額

平
成
一
九
年
度
の
奨
学
金
貸
与
事
業
費
は
前
年
度
よ
り
五
〇
四
億

円
増
（
六
・
三
％
増
）
の
八
五
〇
三
億
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。
貸
与

人
員
は
第
一
種
・
第
二
種
奨
学
金
を
合
わ
せ
て
百
万
人
を
超
え
、
一

一
四
万
三
千
人
（
都
道
府
県
に
移
管
さ
れ
た
高
等
学
校
等
奨
学
金
に

係
る
貸
与
人
員
一
二
万
四
千
人
を
含
む
。
）
と
な
っ
て
お
り
、
過

去

五
年
間
で
事
業
費
が
一
・
五
倍
、
貸
与
人
員
が
一
・
三
倍
の
伸
び
と

な
っ
て
い
ま
す
。（
表
１
）

全
学
生
数
に
対
す
る
奨
学
生
の
割
合
は
、
平
成
一
八
年
度
の
実
績
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日
本
学
生
支
援
機
構
の
奨
学
金
貸
与
事
業
に
つ
い
て

独
立
行
政
法
人
日
本
学
生
支
援
機
構

●
解

説
●



択
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
（
海
外
留
学
に
係
る
第
二
種
奨
学
金
は
人

的
保
証
と
機
関
保
証
の
双
方
が
必
要
。）。

人
的
保
証
は
、
奨
学
金
申
込
時
に
連
帯
保
証
人
を
、
貸
与
終
了
時

に
連
帯
保
証
人
・
保
証
人
を
選
任
す
る
も
の
で
す
。

機
関
保
証
は
保
証
機
関
（
財
団
法
人
日
本
国
際
教
育
支
援
協
会
）

に
一
定
の
保
証
料
を
支
払
う
こ
と
に
よ
り
、
保
証
機
関
が
貸
与
期
間

中
及
び
返
還
期
間
中
を
通
し
て
連
帯
保
証
す
る
も
の
で
す
。
こ
の
機

関
保
証
制
度
は
平
成
一
六
年
度
新
規
採
用
者
か
ら
導
入
さ
れ
た
も
の

で
、
意
欲
と
能
力
の
あ
る
学
生
等
が
経
済
的
に
自
立
し
、
自
ら
の
意

志
と
責
任
に
お
い
て
高
等
教
育
機
関
で
学
ぶ
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に

す
る
も
の
で
す
。

人
的
保
証
と
機
関
保
証
の
い
ず
れ
を
選
択
す
る
か
は
、
本
人
の
自

主
的
な
判
断
に
よ
る
も
の
で
あ
り
、
平
成
一
八
年
度
採
用
者
に
つ
い

て
は
、
人
的
保
証
選
択
者
が
七
一
・
一
％
、
機
関
保
証
選
択
者
が
二

八
・
九
％
と
な
っ
て
い
ま
す
。

（
七
）
奨
学
金
の
交
付

奨
学
金
は
、
原
則
と
し
て
、
毎
月
一
回
当
月
分
を
奨
学
生
本
人
名

義
の
預
金
口
座
へ
振
り
込
み
ま
す
。

な
お
、
平
成
一
八
年
度
ま
で
は
、
継
続
者
（
大
学
院
を
除
く
。
）

に
つ
い
て
は
四
月
分
を
五
月
分
振
り
込
み
の
際
に
合
わ
せ
て
振
り
込
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表４ 貸与月額表（第一種・第二種）

区 分
貸与月額（円）

自宅通学 自宅外通学

第
一
種
奨
学
金（
平
成

19年
度
入
学
者
）

大 学

国・公立 45,000 51,000

私 立 54,000 64,000

私立短大 53,000 60,000

大 学 院
修士・博士前期課程、法科大学院 88,000

博士・博士後期課程 122,000

高等専門学校
国 公 立

(45,000)
21,000

(51,000)
22,500

私 立
(53,000)
32,000

(60,000)
35,000

専修学校専門課程
国 公 立 45,000 51,000

私 立 53,000 60,000

高等専門学校の（ ）内の月額は平成19年度入学者が４年次に進級した時に適用します。

区 分 貸与月額（自由選択）

第
二
種
奨
学
金

大学・短大・高専（４・５年）・専修(専門） ３万円・５万円・８万円・10万円

私立大学 医・歯学課程 大学の貸与月額のほか、14万円

私立大学 薬・獣医学課程 大学の貸与月額のほか、12万円

大 学 院 ５万円・８万円・10万円・13万円

法科大学院 大学院の貸与月額のほか、17万円・20万円

（
三
）
予
約
採
用
と
在
学
採
用

奨
学
生
の
採
用
方
式
は
、
大
学
等
に

進
学
す
る
前
年
に
、
在
学
す
る
学
校
を

通
じ
て
採
用
候
補
者
と
し
て
決
定
し
、

進
学
後
に
奨
学
生
と
し
て
本
採
用
す
る

予
約
採
用
方
式
と
、
進
学
後
の
学
校
を

通
じ
て
毎
年
春
に
募
集
し
、
奨
学
生
と

し
て
採
用
す
る
在
学
採
用
方
式
の
二
種

類
が
あ
り
ま
す
。

大
学
学
部
一
年
次
の
平
成
一
八
年
度

新
規
採
用
者
に
つ
い
て
み
る
と
、
予
約

採
用
方
式
で
採
用
さ
れ
た
者
が
第
一
種

奨
学
金
で
三
五
・
一
％
、
第
二
種
奨
学

金
で
四
八
・
一
％
、
在
学
採
用
方
式
で

採
用
さ
れ
た
者
が
第
一
種
奨
学
金
で
六

四
・
九
％
、
第
二
種
奨
学
金
で
五
一
・

九
％
と
な
っ
て
い
ま
す
。

（
四
）
緊
急
採
用
と
応
急
採
用

主
た
る
家
計
支
持
者
の
失
職
・
破
産
・

事
故
・
病
気
・
死
亡
等
又
は
火
災
・
風

水
害
等
に
よ
る
家
計
急
変
の
た
め
、
緊
急
に
奨
学
金
を
必
要
と
す
る

者
に
つ
い
て
は
、
在
学
す
る
学
校
を
通
じ
て
、
随
時
、
緊
急
採
用

（
第
一
種
奨
学
金
）
及
び
応
急
採
用
（
第
二
種
奨
学
金
）
を
行
っ
て

い
ま
す
。

（
五
）
貸
与
額
と
貸
与
期
間

貸
与
額
は
、
第
一
種
奨
学
金
で
は
学
種
・
設
置
者
・
通
学
形
態
・

入
学
年
度
別
に
貸
与
月
額
が
定
め
ら
れ
て
お
り
、
第
二
種
奨
学
金
で

は
四
種
類
の
定
額
の
貸
与
月
額
を
本
人
が
選
択
で
き
る
よ
う
に
な
っ

て
い
ま
す
。（
表
４
）

さ
ら
に
こ
れ
ら
の
貸
与
月
額
と
は
別
に
、
入
学
年
次
に
奨
学
金
を

受
け
る
者
は
本
人
の
希
望
に
よ
り
、
入
学
時
特
別
増
額
奨
学
金
（
第

二
種
奨
学
金
）
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

奨
学
金
の
貸
与
期
間
は
、
当
機
構
が
認
め
た
貸
与
始
期
か
ら
在
学

す
る
学
校
の
修
業
年
限
ま
で
と
し
て
い
ま
す
。

た
だ
し
、
緊
急
採
用
奨
学
金
に
あ
っ
て
は
、
採
用
さ
れ
た
年
度
の

三
月
を
終
期
と
し
、
一
定
の
条
件
に
該
当
す
る
場
合
は
願
い
出
に
よ

り
、
翌
年
度
も
継
続
貸
与
と
し
て
い
ま
す
。

（
六
）
奨
学
金
の
保
証
制
度

奨
学
金
を
受
け
る
に
は
人
的
保
証
か
機
関
保
証
の
い
ず
れ
か
を
選
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表３ 推薦基準（第一種・第二種）

区 分 第一種奨学金 第二種奨学金

学力基準

①高校成績が3.5以上
②大学成績が学部内において上位1/3以内

①平均水準以上の成績の学生
②特定の分野において特に優れた資質能力
を有すると認められる学生
③勉学意欲のある学生

家計基準
998万円以下
※私大・自宅通学・4人世帯で主たる家
計支持者が給与所得者の場合

1,344万円以下
※私大・自宅通学・4人世帯で主たる家
計支持者が給与所得者の場合



完
了
ま
で
適
用
し
ま
す
。

利
率
見
直
し
方
式
は
、
第
二
種
奨
学
金
の
返
還
期
間
中
、
お
お
む

ね
五
年
ご
と
に
返
還
に
係
る
利
率
を
見
直
す
利
率
決
定
方
式
で
、
貸

与
期
間
終
了
時
は
利
率
固
定
方
式
と
同
様
に
利
率
を
決
定
し
ま
す
が
、

以
後
お
お
む
ね
五
年
ご
と
（
返
還
を
猶
予
さ
れ
て
い
る
期
間
は
除
く
。）

に
各
時
点
の
財
投
利
率
と
債
券
利
率
を
加
重
平
均
し
て
改
め
て
利
率

を
決
定
し
ま
す
。

利
率
算
定
方
法
の
選
択
は
奨
学
金
申
込
時
に
行
い
ま
す
が
、
貸
与

期
間
が
終
了
す
る
年
度
の
一
定
期
日
ま
で
に
変
更
す
る
こ
と
が
可
能

で
す
。

三
奨
学
金
の
返
還

返
還
金
は
次
の
奨
学
生
の
た
め
の
奨
学
金
の
財
源
と
な
る
も
の
で

あ
り
、
そ
の
確
実
な
回
収
は
奨
学
金
貸
与
事
業
を
維
持
・
発
展
さ
せ

て
い
く
上
で
た
い
へ
ん
重
要
で
す
。

奨
学
生
一
人
ひ
と
り
が
返
還
の
意
義
と
重
要
性
を
認
識
し
、
責
任

を
持
っ
て
返
還
の
義
務
を
果
た
す
こ
と
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

（
一
）
返
還
状
況

平
成
一
八
年
度
は
、
当
該
年
度
中
に
返
還
す
べ
き
要
返
還
額
二
八

五
五
億
円
に
対
し
、
二
二

四
〇
億
円
を
回
収
し
、
こ

れ
に
繰
上
返
還
額
を
加
え

る
と
、
二
八
八
四
億
円
を

回
収
し
ま
し
た
。
こ
れ
を
人
員
ベ
ー
ス
で
み
る
と
、
平
成
一
八
年
度

末
に
お
い
て
返
還
す
べ
き
者
二
〇
三
万
人
の
う
ち
、
一
七
五
万
人
が

返
還
期
日
ま
で
に
返
還
し
て
い
ま
す
。（
表
６
）

（
二
）
返
還
率
と
延
滞

要
返
還
額
に
対
す
る
返
還
額
（
繰
上
返
還
額
を
除
く
。
）
の
割
合
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表７ 返還率の推移 （単位：％）

区 分 14年度 15年度 16年度 17年度 18年度

第
一
種

奨
学
金

延滞分 17.0 16.2 13.3 13.1 12.1

当年度
期日到来分

92.1 92.1 92.2 92.9 93.2

計 76.5 75.8 75.1 74.7 74.5

第
二
種

奨
学
金

延滞分 24.4 24.5 20.0 20.8 20.1

当年度
期日到来分

93.1 93.2 92.7 93.2 93.5

計 85.9 86.2 85.0 85.3 85.5

合
計

延滞分 18.0 17.4 14.4 14.6 13.8

当年度
期日到来分

92.4 92.4 92.4 93.0 93.3

小計 78.6 78.5 77.9 78.2 78.5

表６ 平成18年度 奨学金返還状況

区 分 返 還 状 況

要 返 還 額
千人
2,030

億円
2,855

回 収 額 1,749 2,240

繰上返還額 644

計 2,884

ん
で
い
ま
し
た
が
、
平
成
一
九
年
度
か
ら
は
、
次
に
述
べ
る
適
格
認

定
手
続
き
の
迅
速
化
に
伴
い
四
月
分
を
同
月
内
に
振
り
込
む
こ
と
が

可
能
と
な
り
ま
し
た
。

（
八
）
奨
学
生
の
適
格
認
定
と
助
言
・
指
導

当
機
構
で
は
、
各
学
校
を
通
じ
て
、
毎
年
一
回
学
年
終
了
時
に
奨

学
生
に
対
し
て
奨
学
金
貸
与
の
継
続
の
意
志
を
確
認
す
る
と
と
も
に
、

修
学
状
況
・
経
済
状
況
等
に
照
ら
し
て
奨
学
生
と
し
て
の
資
格
を
確

認
す
る
適
格
認
定
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
一
定
の
基
準
に
基
づ
く
認

定
結
果
に
よ
り
、
奨
学
生
と
し
て
勉
学
に
励
み
充
実
し
た
生
活
を
送

る
よ
う
激
励
等
の
助
言
を
行
い
、
貸
与
要
件
を
喪
失
し
た
と
認
め
ら

れ
た
者
に
は
速
や
か
に
停
止
・
廃
止
の
措
置
を
行
い
ま
す
。（
表
５
）

適
格
認
定
を
厳
格
に
実
施
す
る
た
め
、
平
成
一
八
年
度
か
ら
認
定

手
続
を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
化
し
、
認
定
基
準
の
適
用
状
況
等
を
各
学

校
と
当
機
構
の
双
方
で
確
認
す
る
こ
と
に
よ
り
、
適
切
な
運
用
に
努

め
て
い
ま
す
。
ま
た
併
せ
て
手
続
の
迅
速
化
を
図
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
学
校
長
の
協
力
を
得
て
、
奨
学
生
に
対
し
て
返
還
金
の
意

義
・
重
要
性
に
つ
い
て
周
知
徹
底
し
、
卒
業
後
は
奨
学
金
の
返
還
を

確
実
に
履
行
す
る
よ
う
指
導
も
行
っ
て
い
ま
す
。

（
九
）
利
率
算
定
方
法
選
択
制

（
平
成
一
九
年
度
の
新
規
施
策
）

第
二
種
奨
学
金
を
受
け
る
学

生
等
の
利
便
性
等
に
資
す
る
た

め
、
平
成
一
九
年
度
新
規
採
用

者
か
ら
、
第
二
種
奨
学
金
の
利

率
の
算
定
方
法
と
し
て
、

①
利
率
固
定
方
式

②
利
率
見
直
し
方
式

の
ど
ち
ら
か
一
方
を
本
人
が
選

択
で
き
る
利
率
選
択
制
を
導
入

し
ま
し
た
。

利
率
固
定
方
式
は
、
第
二
種

奨
学
金
の
返
還
期
間
中
、
返
還

に
係
る
利
率
が
一
定
で
あ
る
利

率
決
定
方
式
で
、
貸
与
期
間
終

了
時
に
そ
の
交
付
に
充
て
た
資

金
の
借
換
え
に
充
て
る
財
政
融

資
資
金
と
日
本
学
生
支
援
債
券

の
利
率
を
加
重
平
均
し
て
利
率

を
決
定
し
、
当
該
利
率
を
返
還
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表５ 平成18年度 適格認定の実施状況 （単位：人）

区 分 審査対象者
処 置 者

廃 止 停 止 警 告 激 励 計

大 学 561,316 5,845 6,953 6,961 24,778 44,537

大 学 院 45,885 204 125 65 451 845

高 等 専 門 学 校 4,572 30 82 239 412 763

専修学校専門課程 77,007 922 820 930 2,341 5,013

計 688,780 7,001 7,980 8,195 27,982 51,158

（注）審査対象者・処置者には高等学校・専修学校高等課程は含まれません。



七
億
円
、
総
合
で
二
〇
七
四
億
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。

リ
ス
ク
管
理
債
権
の
増
加
は
、
事
業
規
模
の
拡
充
に
伴
い
貸
与
債

権
額
が
増
加
し
て
い
る
こ
と
が
要
因
と
思
わ
れ
ま
す
が
、
貸
与
残
高

に
対
す
る
リ
ス
ク
管
理
債
権
の
比
率
は
、
平
成
一
八
年
度
の
総
合
が

四
・
四
％
で
、
平
成
一
六
年
度
と
比
べ
て
〇
・
三
ポ
イ
ン
ト
減
少
し

て
い
ま
す
。
ま
た
、
返
還
を
要
す
る
債
権
に
対
す
る
リ
ス
ク
管
理
債

権
の
比
率
も
、
平
成
一
八
年
度
の
総
合
は
七
・
三
％
で
、
平
成
一
六

年
度
と
比
べ
て
〇
・
六
ポ
イ
ン
ト
減
少
し
て
い
ま
す
。（
表
９
）

（
五
）
学
種
別
の
延
滞
率

学
種
別
に
、
人
員
ベ
ー
ス
で
延
滞
率
の
状
況
を
み
る
と
、
平
成
一

八
年
度
末
の
学
種
全
体
で
は
、
第
一
種
奨
学
金
の
延
滞
率
が
一
五
・

〇
％
、
第
二
種
奨
学
金
の
延
滞
率
が
一
一
・
八
％
で
、
第
一
種
奨
学

金
の
延
滞
率
が
第
二
種
奨
学
金
の
そ
れ
よ
り
も
高
い
水
準
を
示
し
て

い
ま
す
。
こ
れ
は
第
一
種
奨
学
金
の
み
の
対
象
と
な
る
高
等
学
校
の

延
滞
率
に
よ
り
引
き
上
げ
ら
れ
て
い
る
た
め
と
思
わ
れ
ま
す
。

学
種
別
に
み
る
と
、
ほ
ぼ
全
て
の
学
種
で
前
年
度
よ
り
も
低
く
な
っ

て
い
ま
す
が
、
第
一
種
奨
学
金
、
第
二
種
奨
学
金
と
も
に
、
専
修
学

校
の
延
滞
率
が
高
等
学
校
を
除
く
他
の
学
種
に
比
べ
て
高
く
な
っ
て

い
ま
す
。（
表

10）
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表９ 延滞債権の状況

平成14年度 平成15年度 平成16年度 平成17年度 平成18年度

年度末3月以上延
滞債権 （億円）
（A）

総合 1,363 1,564 1,787 1,864 2,074

第一種 1,007 1,083 1,141 1,104 1,137

第二種 357 481 646 760 937

期末貸与金残高
（億円）（B）

総合 30,258 33,812 37,997 42,518 47,243

第一種 19,275 20,151 21,034 21,882 22,574

第二種 10,982 13,661 16,962 20,636 24,669

年度末要返還債権
（億円）（C）

総合 17,340 19,794 22,568 25,275 28,503

第一種 12,134 12,873 13,521 14,007 14,452

第二種 5,206 6,921 9,047 11,268 14,050

期末貸与金残高に
対するリスク管理債
権 の 割 合 （％）
（A/B)

総合 4.5 4.6 4.7 4.4 4.4

第一種 5.2 5.4 5.4 5.0 5.0

第二種 3.2 3.5 3.8 3.7 3.8

年度末要返還債権
に対するリスク管理
債権の割合 （％）
（A/C)

総合 7.9 7.9 7.9 7.4 7.3

第一種 8.3 8.4 8.4 7.9 7.9

第二種 6.8 7.0 7.1 6.7 6.7

を
示
す
返
還
率
は
、
平
成
一
八
年
度
が
七
八
・
五
％
で
、
対
前
年
度

〇
・
三
ポ
イ
ン
ト
上
昇
し
て
い
ま
す
。（
表
７
）

こ
の
う
ち
当
年
度
期
日
到
来
分
を
み
る
と
、
第
一
種
奨
学
金
と
第

二
種
奨
学
金
を
合
わ
せ
た
総
合
で
は
九
三
・
三
％
と
前
年
度
を
〇
・

三
ポ
イ
ン
ト
上
回
り
、
第
一
種
奨
学
金
で
は
九
三
・
二
％
（
対
前
年

度
〇
・
三
ポ
イ
ン
ト
上
昇
）
、
第
二
種
奨
学
金
で
は
九
三
・
五
％

（
同
〇
・
三
ポ
イ
ン
ト
上
昇
）
と
い
ず
れ
も
返
還
率
は
上
昇
し
て
い

ま
す
。

一
方
、
延
滞
分
に
つ
い
て
み
る
と
、
総
合
で
一
三
・
八
％
と
前
年

度
比
〇
・
八
ポ
イ
ン
ト
の
低
下
と
な
っ
て
い
ま
す
。
第
一
種
奨
学
金

で
は
一
二
・
一
％（
同
一
・
〇
ポ
イ
ン
ト
低
下
）、
第
二
種
奨
学
金
で

は
二
〇
・
一
％
（
同
〇
・
七
ポ
イ
ン
ト
低
下
）
と
な
っ
て
い
ま
す
。

当
年
度
期
日
到
来
分
の
返
還
率
は
上
昇
し
て
い
る
も
の
の
、
延
滞

分
の
返
還
率
は
低
下
傾
向
と
な
っ
て
い
ま
す
。

当
機
構
は
旧
日
本
育
英
会
か
ら
事
業
を
継
承
し
、
過
去
の
延
滞
分

も
引
き
継
い
で
い
ま
す
。
こ
れ
を
含
む
延
滞
分
の
回
収
が
大
き
な
課

題
と
な
っ
て
お
り
、
後
記
（
四
返
還
金
の
回
収
の
取
組
）
に
示
す

よ
う
な
様
々
な
回
収
促
進
方
策
の
推
進
に
全
力
を
挙
げ
て
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。

（
三
）
新
規
返
還
者
の
初
年
度
末
の
返
還
率

当
機
構
と
し
て
は
、
各
学
校
と
協
力
し
て
、
卒
業
を
控
え
た
奨
学

生
を
対
象
と
す
る
返
還
説
明
会
等
、
様
々
な
機
会
を
通
じ
奨
学
生
の

返
還
意
識
の
涵
養
に
努
め
て
い
ま
す
。

前
年
度
中
に
貸
与
期
間
が
終
了
し
た
新
規
返
還
者
の
初
年
度
末
の

返
還
率
は
、
平
成
一
八
年
度
末
で
、
九
三
・
七
％
と

な
っ
て
い
ま
す
。
過
去
五
年
の
推
移
を
み
る
と
、
全

体
と
し
て
は
上
昇
傾
向
に
あ
り
ま
す
が
、
平
成
一
八

年
度
の
実
績
は
前
年
度
と
ほ
ぼ
横
ば
い
に
な
っ
て
い

ま
す
。（
表
８
）

こ
の
新
規
返
還
者
の
返
還
率
は
、
当
機
構
の
中
期

計
画
に
お
い
て
九
五
％
以
上
（
総
合
）
と
設
定
さ
れ

て
い
ま
す
。
計
画
達
成
に
向
け
さ
ら
に
力
を
入
れ
て

い
き
ま
す
。

（
四
）
延
滞
債
権
の
状
況

延
滞
の
状
況
に
あ
る
者
の
返
還
期
日
未
到
来
分
を

含
む
残
存
債
権
の
総
額
を
示
す
延
滞
債
権
の
状
況
を

み
る
と
、
平
成
一
八
年
度
の
延
滞
三
月
以
上
の
延
滞

債
権
（
い
わ
ゆ
る
リ
ス
ク
管
理
債
権
）
は
、
第
一
種

奨
学
金
が
一
一
三
七
億
円
、
第
二
種
奨
学
金
が
九
三
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表８ 新規返還者の初年度末の返還率

区 分 平成14年度 平成15年度 平成16年度 平成17年度 平成18年度

返還率（％） 92.7 92.2 93.4 93.8 93.7



部
有
識
者
か
ら
な
る
当
機
構
の
業
績
優
秀

者
免
除
認
定
委
員
会
の
審
議
を
経
て
、
貸

与
期
間
終
了
時
に
、
そ
の
奨
学
金
の
全
部

又
は
一
部
の
返
還
を
免
除
す
る
制
度
が
導

入
さ
れ
て
い
ま
す
。
免
除
者
数
は
、
免
除

し
よ
う
と
す
る
年
度
の
大
学
院
第
一
種
奨

学
金
貸
与
終
了
者
の
数
の
百
分
の
三
〇
以

下
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
平
成
一
八
年
度
で

は
、
対
象
貸
与
終
了
者
二
万
八
二
二
五
人

の
う
ち
、
各
大
学
か
ら
推
薦
の
あ
っ
た
者

に
つ
い
て
、
全
額
免
除
二
七
一
二
人
、
半

額
免
除
五
四
五
四
人
、
計
八
一
六
六
人
を

返
還
免
除
と
し
て
い
ま
す
。（
表

11）

四
返
還
金
の
回
収
の
取
組

（
一
）
返
還
金
の
回
収
方
策

奨
学
金
の
回
収
は
、
返
還
者
の
預
貯
金

口
座
か
ら
の
自
動
口
座
振
替
制
度
に
よ
り

行
っ
て
い
ま
す
。
当
機
構
で
は
こ
の
返
還

方
法
を
、
奨
学
金
を
先
輩
か
ら
後
輩
へ
引

継
ぐ
と
い
う
意
味
で
「
リ
レ
ー
口
座
」
と
呼
ん
で
い
ま
す
。

残
高
不
足
に
よ
り
振
替
が
で
き
な
か
っ
た
場
合
に
は
「
振
替
不
能

通
知
」
を
送
付
し
、
併
せ
て
外
部
委
託
に
よ
る
電
話
で
の
督
促
を
行
っ

て
い
ま
す
。
ま
た
、
連
帯
保
証
人
・
保
証
人
に
対
し
て
も
返
還
が
な

い
初
期
の
段
階
に
お
い
て
、
早
期
に
督
促
を
行
っ
て
い
ま
す
。
さ
ら

に
、
再
三
の
督
促
に
も
係
ら
ず
何
ら
応
答
の
な
い
返
還
者
に
対
し
て

は
、
法
的
措
置
を
前
提
と
し
た
手
続
を
厳
格
に
行
う
な
ど
、
返
還
金

の
一
層
確
実
な
回
収
に
向
け
て
努
力
し
て
い
ま
す
。

（
二
）
平
成
一
九
年
度
の
返
還
金
回
収
方
策

当
機
構
で
は
、
返
還
金
の
よ
り
一
層
確
実
な
回
収
を
図
る
た
め
、

平
成
一
九
年
度
は
次
の
よ
う
な
回
収
促
進
方
策
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

①
リ
レ
ー
口
座
の
加
入
督
促
と
加
入
時
期
の
早
期
化

リ
レ
ー
口
座
の
未
加
入
者
に
対
し
、
外
部
委
託
に
よ
る
電
話
で
の

加
入
督
促
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
平
成
二
〇
年
三
月
満
期
者
か
ら
、
リ
レ
ー
口
座
の
加
入
時

期
を
、
従
来
返
還
誓
約
書
提
出
後
で
あ
っ
た
も
の
を
返
還
誓
約
書
提

出
時
ま
で
早
期
化
す
る
こ
と
に
よ
り
、
各
学
校
と
の
連
携
の
下
、
リ

レ
ー
口
座
の
全
員
加
入
を
徹
底
し
ま
す
。

特集・奨学事業

大学と学生 2007.1159

表11 平成18年度 特に優れた業績による返還免除者数 （単位：人）

貸与終了者 推薦者数 免除者数 全額免除 半額免除

修士課程 20,963 6,038 6,038 2,012 4,026

専門職大学院課程 1,956 551 551 185 366

博士課程 5,306 1,577 1,577 515 1,062

計 28,225 8,166 8,166 2,712 5,454

（
六
）
返
還
猶
予

奨
学
生
で
あ
っ
た
者
の
現
在
の
状
況
へ
の
配
慮
と
し
て
、
奨
学
生

で
あ
っ
た
者
が
次
に
該
当
す
る
と
き
は
、
願
い
出
に
よ
り
奨
学
金
の

返
還
を
猶
予
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

①
学
校
等
に
在
学
す
る
と
き

②
病
気
や
失
業
等
に
よ
っ
て
返
還
が
困
難
と
な
っ
た
と
き

（
七
）
返
還
免
除
制
度

返
還
免
除
に
は
、
奨
学
生
又
は
奨
学
生
で
あ
っ
た
者
が
死
亡
又
は

精
神
若
し
く
は
身
体
の
障
害
の
た
め
返
還
が
で
き
な
く
な
っ
た
と
き
、

返
還
未
済
額
の
全
部
又
は
一
部
の
返
還
を
免
除
す
る
制
度
が
あ
り
ま

す
。こ
の
他
に
、
大
学
・
高
等
専
門
学
校
は
平
成
九
年
度
ま
で
の
入
学

者
、
大
学
院
は
平
成
一
五
年
度
ま
で
の
採
用
者
を
対
象
と
し
て
、
第

一
種
奨
学
生
で
あ
っ
た
者
が
在
学
期
間
や
就
職
ま
で
の
期
限
の
条
件

を
満
た
し
、
教
育
又
は
研
究
の
職
に
一
定
期
間
在
職
し
た
と
き
、
願

い
出
に
よ
っ
て
、
そ
の
第
一
種
奨
学
金
の
全
部
又
は
一
部
の
返
還
を

免
除
す
る
制
度
が
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
平
成
一
六
年
度
以
降
の
大
学
院
第
一
種
奨
学
生
採
用
者
か

ら
は
、
在
学
中
に
特
に
優
れ
た
業
績
を
挙
げ
た
奨
学
生
に
対
し
て
、

願
い
出
に
基
づ
き
在
学
大
学
か
ら
推
薦
の
あ
っ
た
者
に
つ
い
て
、
外
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表10 学種別延滞率 （単位：％）

区 分
平成15年3月末

現在
平成16年3月末

現在
平成17年3月末

現在
平成18年3月末

現在
平成19年3月末

現在

第 一 種 奨 学 金 14.4 14.7 15.2 14.9 15.0

高 等 学 校 24.2 25.2 26.2 26.4 27.1

大 学 10.9 11.0 11.3 11.0 10.9

大 学 院 6.7 6.9 7.2 6.4 6.4

高等専門学校 11.9 12.0 11.8 11.6 11.2

専 修 学 校 16.7 16.6 16.9 16.2 15.8

第 二 種 奨 学 金 10.9 11.4 12.2 11.9 11.8

高等専門学校 8.7 6.4 6.5 4.4 6.3

大 学 10.7 11.1 11.9 11.7 11.5

大 学 院 7.1 7.0 7.2 6.6 6.4

専 修 学 校 15.0 15.1 15.6 15.2 14.8

計 13.5 13.8 14.3 13.9 13.7



②
住
民
票
の
提
出
を
義
務
化

平
成
二
〇
年
三
月
満
期
者
か
ら
、
学
校
と
の
連
携
の
下
、
返
還
誓

約
書
提
出
時
に
住
民
票
を
提
出
す
る
こ
と
を
義
務
化
す
る
こ
と
に
よ

り
、
返
還
者
の
住
所
地
の
把
握
を
徹
底
し
、
適
正
な
回
収
を
実
施
し

ま
す
。

③
外
部
委
託
を
活
用
し
た
督
促
の
拡
大
強
化

延
滞
一
年
未
満
の
者
に
対
し
、
外
部
委
託
を
活
用
し
た
電
話
督
促

を
量
的
に
拡
大
し
て
実
施
し
、
本
人
・
連
帯
保
証
人
・
保
証
人
に
対

す
る
電
話
督
促
の
徹
底
を
図
っ
て
い
ま
す
。

④
延
滞
者
へ
の
法
的
処
理
の
徹
底

一
年
以
上
の
延
滞
者
を
対
象
と
し
て
、
法
的
措
置
を
前
提
と
し
た

請
求
手
続
の
徹
底
を
図
る
た
め
、
平
成
一
七
年
度
末
に
お
け
る
延
滞

一
年
以
上
の
者
一
四
万
件
の
う
ち
、
一
年
以
内
に
入
金
の
あ
っ
た
者

や
自
己
破
産
等
の
債
務
整
理
中
の
者
を
除
い
た
約
一
〇
万
件
を
法
的

処
理
の
対
象
と
し
、
平
成
一
九
年
度
か
ら
の
三
年
間
で
集
中
的
に
実

施
す
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。
平
成
一
九
年
度
は
約
四
万
五
千
件
を

対
象
と
し
て
支
払
督
促
申
立
予
告
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

⑤
債
権
回
収
会
社
（
サ
ー
ビ
サ
ー
）
の
活
用

延
滞
者
へ
の
電
話
督
促
や
効
率
的
な
返
還
金
回
収
が
可
能
な
債
権

に
関
す
る
回
収
業
務
に
つ
い
て
は
、
債
権
回
収
会
社
へ
の
外
部
委
託

を
拡
充
し
て
実
施
し
ま
す
。
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